
【取組内容】学習の基盤となる情報活用能力＆スキル＆モラルの育成

山梨県甲州市立塩山南小学校

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

◯タイピングスキル向上の取り組み（みなみっこタイムでの実施） ◯児童によるルール作りによるモラル育成
◯情報活用能力の年間指導計画作成と年度ごとの見直し＆次年度の学年への引き継ぎ

○ みなみっこタイム（朝学習）でのタイピング練習
・毎朝、１５分の学習時間を全校で設定。１週間のうち１日はチャ
レンジタイムとして、タイピング練習に取り組んだ。基本的なスキ
ルであるタイピング入力の速度が高まり、自分の考えを表出する
量が増加した。

○ ルール作りは児童とともに
・チャットを開設するときや、新しいソフトを導入するときには活
用のルール作りを児童と共に行う。スライド等でルールは残して
おき、いつでも確認することができる。ルールがうまく守られな
かったり、新たに必要になった場合は、再びルールを見直し、繰
り返し、情報モラルを育成していく。

・甲州市の情報活用能力育成
の系統表をもとに、年間指導
計画を作成した。各学年で身
につけておくべき情報活用能
力を共通理解し、確実な力の
育成を全校で行っていく。年
度末には各学年でどこまでス
キルが身についたのかを整理
し、次年度に引き継いでいく。

◯情報活用能力の年間指導計画の作成→教育課程に位置づけて年間を通して系統的に育成する

「甲州市ティーチャーズノート２０２４」より

らっこたんタイピングスキル
検定（R6年度 １月の結果）
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